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研究 1（日米共同） pT1 大腸癌における「内視鏡摘除後の追加治療の適応基準（大腸癌治療 
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研究 2（日英共同） pT1 大腸癌のリンパ節転移のリスク因子に関する研究（Formula One Study） 
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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study）の進捗状況の報告および討議 
（1）研究期間の延長 

    昨年の新倫理指針へ対応のために大腸癌研究会および各施設での倫理委員会審査に 1

年弱の時間を要しており、今後のスケジュールを勘案して 1 年程度の研究期間延長が必要

であることが提案され、全会一致で 2020 年 1 月末日までの期間延長を決定した。 

（2）症例集積目標 

現時点で 10 施設からの症例集積ですでに 2000 例弱の症例が集積されており、研究計画

の修正案として提示されている 3000 例は容易に到達できる見込みから、症例集積目標を

5000 例とすることが提案され、了承された。 

（3）研究計画書の変更点 

  研究計画書修正案を各委員に回覧したうえで、大腸癌研究会倫理委員会に変更申請を提

出することが承認された。 
 

2. 研究 2（F1 study）の進捗状況の報告 
（1）デジタルスライドの作成状況について 

各施設における倫理委員会承認が本年 1 月に完了し、1000 例強のデジタルスライド化

を終了して、英国側の担当者にデータを供出したことを報告した。 

（2）今後の予定 

3 ヶ月以内を目途にリーズ大学の HP へアップロードを完了し、病理の評価法について

英国および病理分科会での審議を経て進めていくことを報告した。 

（3）研究計画書の変更点 

研究対象者の除外基準として粘膜内癌をのぞく同時性多発大腸癌を追加することが了

承された。 


